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研究成果の概要（和文）：私たちは、強制性を持つ法律などと違い、自主的な判断や自発的な配慮で守られる「マナー
」や「礼儀作法」に着目して研究を進めた。そして、教育学におけるマナーと礼儀作法の研究の重要性を明らかにし、
その社会的事象として現状や諸相について詳述し、さらに、そのような社会的事象を超え出る出来事を捉えるための思
考を提示するとともに、それらに反省を加えるためのより原理的で包括的な研究手法の構築を目指した。この一連の研
究成果は、『マナーと作法の人間学』(矢野智司編、東信堂）と『マナーと作法の社会学』(加野芳正編、東信堂）の二
冊の書物として結実した。

研究成果の概要（英文）：In summary, how do Japanese people relate to manners and etiquette, and how has th
is substantially changed? What sorts of problems have arisen as a result of the loss of substance in manne
rs nowadays? And what are we to do about manners in order to ensure that our children and young people gro
w up not only participating in public life, but also doing so with dignity and learning? The scope of mann
ers is broad &#8211; it is not unrelated to the whole area of citizenship education, which has become more
 mainstream over the past few years. This research not only places manners and etiquette at the forefront 
of the issue, it also needs to consider the subject from the following five issues: (1) what the substance
 of manners comprises, (2) how manners have come about throughout history, (3) what the social function of
 manners is, (4) how manners have been preserved, and (5) how manners have been taught. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(1)マナーを教育学の研究課題として位置づ

け、開拓していくことである。マナーは、道

徳と法の中間に位置づく準ルールである。そ

の道徳については、倫理学、哲学、倫理学な

どが、法については法学がそれぞれ研究をカ

バーしているが、マナーや礼儀・作法を直接

対象とする学問は不在である。もちろん、マ

ナーに関する著書は数多いが、それらは「食

事のマナー」「冠婚葬祭のマナー」などマナ

ーの具体的な指南書であり、精神的なしつけ

論である。しかし、マナー書が「～するべし」

「～するべからず」のレトリックで書かれて

おり、身体技法の形成を目指してきたことを

考えると、マナー書は教育学書の前身でもあ

る。したがって、教育学がこの問題を考える

のは当然であり、マナー研究は教育学研究の

新しい地平を切り開くことができる。 

(2)マナーは人間形成にとっての重要な実践

的課題である。マナーは、他者や共通世界へ

の関心・配慮・参加の成果として、協同して

作り上げられる作品である。子どもにマナー

を伝えることは、ヒトとヒトとの「あいだ・

つながり」としての共通世界を関知させるも

のであり、また、マナーを守り実践する行為

は、公共世界に参加しているという実感、悦

びを伴う。他方で、マナーは、道徳としての

義務でもなければ、法律による強制でもない、

いわば「自由」が担保されている領域である。

それ故、マナーを欠く行為が目につきやすく、

それが人々を不快にさせる。したがって、

人々はマナーにどのような意識を持ってい

るのか、学校をはじめとした空間においてマ

ナーをどのように育てていくかが、実践的研

究課題として検討されなければならない。 

(3)「マナーの悪さ」という言葉で日常的に 

問題にされているという現実である。特に公 

共の場面における子ども・若者のマナーの低

下が指摘され、それが今日の子ども・若者観 

に反映している。マナーは道徳原理のように

義務としての普遍性を持っておらず、さらに

それ自体に合理的な根拠をもっていない。そ

れは伝統として強制されることによって身

に付くものである。そのため、もしその正当

性の根拠が失われるなら、しつけとして強制

する論理もなくなってしまう。その意味で、

マナーについて私たち日本人がどのように

向き合い、変質させてきたのか、マナーの形

骸化はどのような問題を惹起しているのか、

実証的に明らかにしていく必要がある。 

 
２．研究の目的 
マナーは、道徳と法の中間に位置づく準ルー

ルであり、この両者と関係しつつも独自の領 

域を形成している。マナーは教育によって身

体化されるので、教育学の重要な研究課題で

あるが、これを正面からとりあげた研究書は

皆無に等しい。本研究は、以下の 3点につい

て明らかにしていくことを目的とする。 

(1)マナーを教育学の研究課題として位置づ

け、人間形成にとってマナー（教育）のもっ

ている意味はなにか 

(2)私たちの社会でマナーの問題はどのよう 

に受け止められており、また、公共的な世界 

に参加するとともに、品格と教養ある子ども 

を形成していくためにマナーとどのように

向きあえばよいのか 

(3) 学校教育や家庭教育、社会教育の問題と 

絡めながら、また、大学におけるマナー教育 

を初年次教育やキャリア教育と絡めながら、 

子ども・若者にマナーをどのように伝えてい 

くべきか 

 

３．研究の方法 

私たちが行ってきたマナーの研究方法は、大

きくは二つの内容に分けることができる。一

つは〈マナー〉や〈作法〉に関する理論的研

究であり、二つはマナーに関する実証的（調

査）研究である。 
マナーに関する理論的研究は、人間学や哲学

の立場から追究されたものと、主として社会

学の立場から追究されたものに大別できる。 

実証的研究については、小学生、中学生に対

する質問紙調査、小学生と中学生の保護者に

対する質問紙調査が中心である。各方面の協

力を得て、総数 8500 にのぼる調査票が回収

されており、それを統計的に分析した。 
 
４．研究成果 
私たちは、教育学におけるマナーと礼儀作法

の研究の重要性を明らかにし、その社会的事

象として現状や諸相を詳述し、そして、その

ような社会的事象を超え出る出来事を捉え

るための思考を提示するとともに、さらにそ

れらに反省を加えるためのより原理的で包

括的な研究手法の構築を目指した。この一連

の研究成果は、『マナーと作法の人間学』と

『マナーと作法の社会学』の二冊として結実

した。それぞれの図書の内容を紹介すること

で成果報告としたい。 



(1) 『マナーと作法の人間学』（矢野編から）

①矢野智司による「第一章 マナーと礼儀作

法の人間学の再定義に向けて―儀礼論から

贈与論へ―」は、社会学と人間学を架橋しつ

つ、マナーと礼儀作法を包括的に考えるため

の学説史構築に向けての試論である。マナー

と礼儀作法を包括的に捉える上で、最も重要

と考えられる研究は、デュルケームが宗教社

会学で論じた儀礼論である。デュルケームの

儀礼論は、社会的秩序の形成に重きがあり、

儀礼や礼儀作法が身分差や階層差を生み出

していき、社会構築していく側面を捉えるに

は大きな力を発揮する。しかし、それでは共

同体の外部から来る他者に差し出されるマ

ナーを捉えるときには、むしろこの法外な出

来事の性格をつかみ損ねてしまう。デュルケ

ームの儀礼論から、ジンメル・ゴッフマンの

社交論、デリダ・レヴィナスの贈与論へとい

たる学説史の系譜を提示することで、マナー

研究全体の見取り図を提示した。 
②櫻井佳樹による「第二章 近代西洋社会に

おけるマナーと社交性」は、マナーを近代西

洋社会に成立した概念と現象であることを、

歴史的に解明した。エリアスの「文明化」を

めぐる議論を手がかりに、マナーが近代西洋

の身分制社会のなかで階層差を自ら意識し、

他の階層に属する者にその差を意識させる

「差異化」の装置として機能したことを、具

体的な歴史的事象をあげながら明らかにし

ている。とりわけ啓蒙期ドイツにおける「文

明化」としてのマナーの発展を、カントの『教

育学講義』や、あるいは日本ではそれほど知

られていないクニッゲの『人間交際術』など

のテクストを提示しながら論じているとこ

ろは、従来の研究に見られない論点である。 
③鳶野克己による「第三章 あいさつと超越

性―祈りとしてのあいさつのために―」は、

毎日のように繰り返されている「あいさつ」

という行為に、超越性の議論から新たな光を

当てた。日々繰り返されているため、その重

要性には気がつかないが、「あいさつ」は生

の超越性に触れる営みであり、経済的合理性

を超えた人間の「祈り」の問題とかかわる事

象である。そして「祈り」は、「あいさつ」

の超越性が際立った形であらわになる営み

として位置づけられる。現行の指導要領に

は、「礼儀正しさ」の大切さが明記されてお

り、学校教育においても重視されているにも

かかわらず、その「礼儀正しさ」の大切さは、

社会生活が円滑にいくためのいわば水平の

社会関係に回収されるものでしかない。鳶野

は儀礼論に立ち返り、「あいさつ」に宿る超

越性を明らかにするにとどまらず、さらに学

校教育での生き生きとして新鮮な「あいさ

つ」の教育の新たな在り方を提案している。 

④矢野智司による「第四章 世界市民の作法

としての歓待と弔いのマナー―和辻哲郎の

『土下座』を通して―」は、やはり「あいさ

つ」の問題と関係している。哲学者和辻哲郎

の倫理学を批判的手がかりにしつつ、仲間内

の風土に根ざした「型」の作法ではなく、共

同体の外部の他者に向けた倫理の「形」の可

能性を世界市民の作法として論じた。和辻

は、風土の厚みのなかで人間が育んできた作

法の奥行きを教えてくれる哲学者だが、その

作法は同胞へと向けられたものであって、仲

間以外のものへは届かないものであった。和

辻はそのことに気づきながら、この問題を問

題として捉え損ねてしまったことを指摘し

ている。この問題は他者への絶対の歓待と弔

いの問題である。この歓待の「こんにちわ」

と弔いの「さようなら」とは、第三章の鳶野

の「あいさつ」の問題と呼応している。 
⑤岡部美香による「第五章 マナーと礼儀作

法による『公共の場』の創成」は、一見する

とマナー違反とも思える事象を手がかりに、

マナーの本質に肉薄しようとするものであ

る。岡部は、準拠集団のヒエラルキーへの適

応というべき「世間」での「日常生活の安心

を得るための作法」と、連歌や茶の湯に代表

される「無縁の場」などでの「日常生活の安

定をずらすための作法」とに分け、この両者

の働きによって、マナーと礼儀作法は、人間

関係や人間とものとの関係を再活性化して

きたことを明らかにしている。しかし、この

「世間」も「無縁の場」も現在の日本社会で

は失われている。そのような状況のなかで、 

マナーや礼儀作法が守られない際にずれ
、、

を

感じるとき、そのずれ
、、

を媒介にして、人と人 
が新たに「公共の場」を創出する可能性に開

かれているのだという。このずれ
、、

を媒介にし

て「公共の場」を創出する際にも必要とされ

る作法があることを指摘している。この作法

を生み出す作法の指摘は重要である。 
⑥毛利猛による「第六章 中学校におけるマ

ナー問題と『粋（いき）』」では、実践的な立

場からマナーの教育の新たな可能性が論じ

られている。毛利は教育学部附属中学校の校

長を歴任している。ここでは校長職時代の五



つの講話を手がかりに、中学校での具体的な

マナー教育の可能性を示している。毛利は中

学生にマナーを守ることの意味を改めて問

いつつ、損得関係に回収できないマナーの不

思議さを提示する。さらに「生き方の美学」

として「粋（いき）」について論じる。「傘か

しげ」などの例を引きながら、「江戸しぐさ」

が「粋（いき）」な「生き方の美学」の現れ

であったことを指摘し、義務としての人への

心遣いとしてではなく、クールでかっこよい

「生き方の美学」としてマナーを勧めている。

私たちは、マナーの教育といえば、ともすれ

ば規律のように外から押しつけるか、あるい

は「やさしさ」といった内面に重点を置きが

ちだが、美的であることによる自己の規制と

いうこれまでにない側面を明らかにしてい

る。 
(2) 『マナーと作法の社会学』（加野編から） 
①加野芳正による「第一章 〈マナーと作法〉

の社会学に向けて」では、そもそもマナーと

は何であるのかを、〈ルール〉や〈道徳〉と

対比することによって考察するとともに、マ

ナーは日本語では〈作法〉と訳されることが

多いが、〈マナー〉と〈作法〉はどのように

異なるのかを歴史を遡りながら明らかにし

た。その上で、マナーを主題として、どのよ

うな研究課題が立ち上がってくるのか、また、

マナー研究の意義を明らかにした。 
②加野芳正による「第二章 現代社会におけ

るマナーの諸相」では、〈マナー〉という身

体文化の歴史性に言及したあと、現代社会に

おけるマナーの特質について論じている。戦

後における近代化のなかで、日本では〈作法〉

の部分が縮小し、ビジネスマナーや冠婚葬祭

マナーが重視されるようになった。また、「マ

ナーのルール化」や「法化社会」といった現

象が進行しつつあり、マナーの領域がやせ細

っている。他方で、マナーを人間形成という

側面から見ると、マナーの成立は人間に「自 
己抑制」の観念を植えつけるとともに、文明

化は人間の「不快」の感覚を拡大していくの

で、マナーに過敏な社会を招来しやすいこと

を明らかにした 
③古賀正義による「第三章 『マナー不安』

の時代－職場適応能力を物語る若者たち」で

は、教育困難校（高校）卒業生へのインタビ

ュー調査を中心に、仕事にマナーがどのよう

に関係しているかを明らかにしたものであ

る。マナー検定の流行に象徴されるように、

マナーが体得できないことによる職場不適

応に不安をおぼえる若者は少なくない。困難

高校卒業生の追跡調査でも、社会に適応する

ためのスキルを獲得すべきだという声が年

ごとに強まり、現場で習得した接客技術が専

門学校でのマナー教育の無益さを知らしめ

たといった語りが見いだされた。そこには、

マナーの本質を離れ、市場的価値からマナー 
を読み取るまなざしが顕著であり、今日「マ

ナー不安」の時代が到来している背景をなし

ていることを明らかにした。 
④松田恵示による「第四章 スポーツの身体

性とマナー」では、サッカーを事例としてサ

ポーターとプレーヤーのマナーが論じられ

る。時として、サッカーではフーリガンに代

表されるサポーターの暴走が発生するが、サ

ポーターとしての応援は「興奮」という自己

の解放と、「マナー」という自己の抑制の微

妙なバランスのうえに成り立っている。一

方、プレーヤーを支配しているのはルールで

あるが、同時に「フェアプレイ」に代表され

る「マナー」や「作法」も重要視されている。

このルールとマナーの微妙な空間のなかに

こそゲームとしてのサッカーのおもしろさ

があり、また、サポーターとの一体感が生じ

ることを理論的に明らかにした。 

⑤村上光朗による「第五章 マナーのなかの

子ども－『子どものマナー』を考えるために

－」では、「子どものマナー」を主題に論じ

ているが、そこには何かしら矛盾する響きが

横たわっている。というのも、「子ども」は

マナーを知らないが故に子どもであるとい

う側面を持っているからである。子どもにと

ってのマナーとは、大人のマナー型を単に躾

けられてゆく過程ではない。「けんか」の時

の子どもなりの紳士協定など、子どもである

がゆえに所有しているマナー性があり、その

ことを〈子ども〉と〈大人〉との位相関係か

ら明らかにした。 

⑥越智康詞による「第六章 マナーを通して

学校に公共空間を拓く」は、マナーや作法を

通して、学校や学級での生活や関係をよりよ

くしていこうとする実践を、〈江戸しぐさ〉

を事例としながら検討した。学校は、大勢の

子どもが共同生活を送る場であり、お互いに

尊敬の念をもって交流するという点で公共

空間である。その公共空間を創出するには、

マナーや作法の力が必要であり、また、マナ

ーや作法は生き方の美学（粋であること）と

も結びついていることが論じられる。現代社

会における生き方について、マナーをキーワ



ードとして論じた社会哲学的論考である。 

⑦西本佳代による「第七章 キャンパスの中

のマナー問題」では、大学生のマナーの実態

と大学におけるマナー教育の現状を検討し

た。近年の若者論と流れを同じくして、大学

生のマナーについても否定的に語られるこ

とが多い。はたしてその実態はどうなってい

るのか、全国一九大学の学生を対象としたア

ンケート調査の結果から、現在の大学生のマ

ナーに対する意識・行動を明らかにした。ま

た、その結果を受け、大学で実施されている

マナー教育の現状と課題を考察しており、大

学教育論としても意義がある。 
(3)小中学生及び保護者への調査から 

小学生 1867、中学生 1726、小中学生の保護

者 2293のサンプルを収集した。データ分析

の結果、育てたい子ども像について、保護者

の 80％以上が「心のやさしい」「社会のルー

ルを守る」を重視する一方、中学生の 68％が

「勉強ができる人になりたい」を重要と考え

ている意識の違いなどが明らかになった。ま

た、マナーをどこで学ぶべきかについて、保 

護者の９割が「家庭」と回答したが、中学生

が「よく教えてもらう」のが「学校」（52.2％）

で「家庭」（49％）を上回っていた。保護者

がマナー教育で「非常に重視」するのが「あ

いさつ」(79％)、「感謝の気持ち」(69％)、

「悪いと思ったら謝る」(69％)などである一

方、「食事の作法」「年上への敬意」につい

ては４割以下だった。ここから、伝統的な礼

儀作法の教育より、市民的対人関係における

気配りが､現代社会では重視されていること

が明らかになった。 
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